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要 旨

看護職者 の 自我同 一 性と個人 の 内的属性と の 関係 に つ い て 調 べ た . 内的属性を自己没入, 共感,

抑う つ
, 対人不安と し た

. 調査対象 は2 つ の 総合病院 に就労す る看護職者33 2 名で あ る ･ 使用し

た 測定用貝は多次元自我同
一

性尺度, 自己没入尺度, 共感的配慮尺度, 自己評価式抑う つ 尺鼠

対人不安意識尺度 で あ る
.

そ の 結果,
全体で み る と自我同 一 性と抑う つ と は負 の 相関が認 め られ

た
.

ま た自我同
一 性と対人不安と の 間に も負 の 相関を示した

. 人口学的背景別 に見る と , 自我同

一 性と抑う つ と の 間に 関係が み られ た の は女性群, 年齢2 4 歳以下群 ･ 4 5 歳以上群, 経験年数20 年

以上群, 職階別 の す べ て の 群, 専修学校群,
兄弟 1 人群 ･ 3 人以上群,

友人数 1 人群 ･ 2 - 3 人

群,
4 - 5 人群で あ っ た

.
さ ら に

, 自我同
一 性と対人不安と の 間に相関が見られ た群は , 女性群,

年齢別 の す べ て の 群 , 経験年数 7 - 9 年以外 の す べ て の 群, 副師長 ･ 主任群, 看護師群, 兄弟 1

人以 上 の す べ て の 群, 友人数 の 1 人群以外 の す べ て の 群で あ っ た. しかし
, 自己没入と共感 は自

我同 一 性と は相関を示さ なか っ た
.

また
, 自我同 一 性に最も影響す る個人 の 内的属性 は対人不安

で あり, 次に抑う つ で あ っ た
. 以上 の こ とか ら看護職者 の 自我同 一 性 は内的属性と関係 の あ る こ

とが示さ れ た .

キ ー ワ ー ド

自我同 一 性, 自己没入 ,
共感, 抑う つ

, 対人不安

序

エ リ ク ソ ン は 同 一 性と い う概念を自己同
一 性と

自我同
一

性に分け て い る
1)

.
｢ 自己同

一

性は何を同

一 性 の 手がかりとす る か に よ っ て
, 家族同

一 性,

職業的同
一 性 , 社会的同 一 性等 の 言葉が用 い られ

て い る｣
2 '

. 自我同 一 性 は自己同
一

性を統合し た

も の と捉え られ
1)

, 同
一 性 の 獲得 は生涯継続 して

い く
3'

. 同
一 性 の 達成と は ｢ 自分が 進 む べ き 『道』

を見 い だ し,
そ の 生き方に積極的に参加 で き る状

態｣
4) で あ る

. 看護職 は患者 の 命と直面す る職場

環境に お か れ て い る た め
, 緊張感を伴 い 責任も重

大 で あ る . そ の よ うな環境 の 中で看護職者 は専門

性を発揮し
, 看護を実践 して い く こ とが求め られ

て い る. そ の た め に は 看護職者と して の 職業的同

一 性を確立 し
, 積極的 に看護を行う姿勢を養わな

ければ な らな い
. ク レ ッ グ は看護職 ア イ デ ン テ ィ

テ ィ を看護師と の 自己
一 体意識と定義 し

,
｢ 看護

師が職業的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を確立す る こ と は ,

看護 の 質を向上 さ せ る 1 つ の 方法 で あ る｣ と述 べ

て い る
5 )

. 看護師 の 職業的同 一 性 の 重要性 に つ い

て杉村 は ｢確立 した職業 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が基盤

と な っ て仕事と して の よ い ケ ア を生み
,

そ れが相

手か らの 感謝や他者か らの 評価を生 み , 自己肯定 ･
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自己受容を高め
, 結果と して職業 ア イ デ ン テ ィ テ ィ

を包摂す る個と して の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 成熟が

うながされる｣
6 )

と述 べ て い る . ま た高田ら
7)

は
,

学習 へ の 動機 づ けは自我同
一

性 の 確立と関係が あ

る こ と を報告し て い る. 本研究で は 看護職者 の 自

我同 一 J

隆と個人 の 内的属性で ある自己没入, 共感,

抑う つ
, 対人不安と の 関係を明らか に する こ とを

目的と し た .

次に 自我同
一 性と自己没入と の 関係 に つ い て文

献検討を行 っ た. ｢ 自己没入と は自分 に つ い て考

えやすく
, 自分 に つ い て 考え た らなか なか そ れが

止ま らな い と い う特性 で あ る｣
8 )

. 山岸 は ｢ 自我

同 一

性は自分ら しい と感 じられ る自分が他者一社

会か らも認め られ
, 自分 の あり方と他者か ら の 期

待や要請が
一

致し た と き に経験さ れ る｣
9)

と述 べ

て い る .
こ の よ う に自我同

一

性は社会 ･ 他者と の

関わり の 中で 形成され て い く た め
, 自分 の こ と に

注目し, 周囲と の 関わりを あま り取らず自己没入

に陥 っ て い る人は 自我同
一

性が発達で き な い も の

と推定 で き る .

さ ら に共感 に つ い て検討 して み ると
,

デ ィ ゲ ィ

ス は ｢ 共感能力をも っ て い る人は
, 思 い やり の あ

る, 他人中心的な ス タ イ ル を反映し た行動を示す

こ と に な り , よ い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き

る｣
10)

と述 べ て い る . 看護職 は対人関係が重要視

さ れ る職業 で あ る こ とから も共感性を も っ こ と ば

重要 で あ る
. 共感と自我同

一

性 の 関係 に つ い て
,

長谷川 は共感能力 に関与す る条件 の 1 つ と して 同
一

性 の 確立 をあげ ,
｢ 健康で 安定 し た 自己確立を

目指す人 は他者 の 苦悩 に共感す る こ と で 成長す

る｣
11)

と述 べ て い る . ま た ,
ホ フ マ ン は個人的な

ア イ デ ン テ ィ テ ィ が獲得されると抽象的な種類 の

共感的反応が で き る よ う に な る と論 じて い る
11)

.

｢ ナ ー

ス が患者 の 気持ち に共感す る の は
,

ナ ー

ス

自身 の 独自 な 主体的行動 で あ っ て
, ナ

ー

ス は共感

し て い る自分自身 に気づ い て い る し
, 共感し て い

る と い う こ とを患者 に 向けて 表明もで き る . こ の

よ う な 意 味 の 共感 は
, 同 一 性 (id e n ti r y) に基づ

く行動で あ る . 言 い 換え れば
, 自我 の 確立 ( あ る

い は自我 の 成長) に よ っ て初め て
, 援助的な 意味

に お け る共感が可能 に な る｣
1 1)

と も述 べ られ て い

る . ま た , 自己 へ の 覚知と共感 に つ い て
, ｢ 自分
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へ の 気づ き は , 相手に対す る誠実さ に も っ なが っ

て い く . 自分を本当 に認め る と い う こ と は
, 他者

に対 して も正直に対応で き る こ と の 証 しだか らで

ある .
こ の よ う な対人関係 の 体験を重ね る結果と

して , 自分自身 の 価値基準も柔軟 に な っ て い く で

あろ う し
, 共感的な関係も発展 し て い く で あろ

う. ｣
1 1'

と の 報告からも
, 共感と自我同

一

性と は関

係が あ る も の と推察 で きる .

抑 う つ に つ い て の 研究 で は A b r a m s o n ら の

｢ 帰属理論｣ が あ る
.

こ の 理論で は 人が抑う つ に

な る の は も の ごと の 原因を何の せ い にするか に よ っ

て決まる . 例え ば自分 の 能力不足 に よ り失敗 した

と い う よ うな内的 ･ 安定的 ･ 全般的 に帰属 した場

合は
, 無力感 は最 も強く なり

, 逆に環境など の 外

的 ･ 不安定的 ･ 特殊的に 帰属す る は ど無力感 は弱

く な る
8'

.
こ の こ と よ り, 自分 の せ い だと内的 に

帰属す る人は自己を受け入れ る こ とが で きず, 自

我同
一

性 の 発達 に影響し て く る も の と考え る
. ま

た , P y s z c z y n s k i と G r e e n b e r g の ｢ 抑 う つ 的自

己注目ス タ イ ル 理論｣ に よ る と
,

ネ ガ テ ィ ブな状

況 で自分を意識する こ とが抑う つ に つ なが る こ と

を述･ べ て い る
.

つ まり
,
｢ 抑う つ 的な人が も っ 抑

う つ 的自己注目 ス タ イ ル と は
,

ポ ジ テ ィ ブな出来

事 の あと の 自己注目を避け, ネ ガ テ ィ ブ な出来事

の 後に 自己注目す る と い う こ と で ある
. ｣

8)
こ の

よ うな状況で は 自己 の ネ ガ テ ィ ブ な面に の み 意識

す る た め
, 自我同 一 性 の 形成に望ま しく な い 影響

を与え て い る の かも しれな い
.

対人不安と は ｢ 現実 の
, あ る い は想像上 の 対人

場面 に お い て
, 他者から の 評価 に直面したり, ら

しく は そ れを予測し た りする こ とか ら生 じる不安

状態｣
12 )

と定義 さ れ て い る . 対人不安と自我同 一

性と の 関係 に つ い て B a n i o n ら は , ｢ 対人不安 が

高 い と自分を見な して い る と対人評価や不安 に 関

す る手が か り に特別 の 注意を払う こ と に なり
, 対

人関係で 自分 が ど う受け と め ら れ評価さ れ て い る

か が気に な り対人不安 を促進す る｣
1 3)

と述 べ て い

る
.

こ の こ とか ら
, 自己を対人不安が高 い と見な

す こ と で対人不安も大きく な る こ とが予測 さ れ る.

ま た
, 自我同 一 性 の 発達 に は他者, 社会と の か か

わ り が 必要で あ る こ と か らも , 人と の 関係 の 中で

自我同 一 性を確立 で き て い る人は対人不安も少な
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い こ とが考え られ る .

以上 の こ とか ら, 次 の よ うな仮説を推定し た .

1 ) 自己没入と自我同 一 性 は関係があ る .

2 ) 共感と自我同 一 性は 関係があ る .

3 ) 抑う つ と自我同 一 性は 関係が あ る
.

4 ) 対人不安と自我同 一 性 は関係が あ る .

本研究 で は こ れら の 仮説を検証す る こ とを目的

とした
.

研究方法

1 . 調 査対象

2 つ の 公立総合病院 の 看護職者350 名と し た .

2
. 調査内容

自我同 一 性を従属変数, 自己没入 ･ 共感 ･ 抑う

っ ･ 対人不安を独立変数と し,
こ れ ら の 関係を調

べ た . ま た
, 性, 年齢 , 経験年数, 職階, 看護教

育背景, 兄弟数 , 友人数等 の 人口学的背景 の 違 い

に よ る傾向も調 べ た .

3 . 測定用具

自我同 一 性 の 測定 に は谷 の 多次元自我同 一 性尺

度
14 )

を用 い た. ま た , 自 己没入 の 測定 に は 坂本

の 自己没入尺度
8)

を, 共感 は デ ィ ゲ ィ ス の 対人的

反応性指標 の 下位尺度で あ る共感的配慮尺度
15 )

を

用 い た
.

さ ら に
, 抑う つ の 測定 に は

,
Z u n g の 開

発し た尺度を福田
･ 小林等が 日本版 に した 自己評

価式抑う つ 性尺度
16 )

杏
, 対人不安 の 測定 に は林 ･

小川 の 対人不安意識尺度
17 )

を用 い た
.

4 .
デ ー タ の 統計処理

偏相関係数, 標準偏回帰係数, 信頼性係数 の 算

出に は統計 ソ フ ト S P S S 10 .O J を使用 した .

5 . 調査方法

調査を依頼 した病院 の 看護部長 の 承諾を受けて
,

看護職者 へ の 調査票 の 配布を依頼 した . 倫理的配

慮と して , 調査票 は無記名と し
,

プ ラ イ バ シ
ー

の

漏れ る こ と の な い 旨の 説明文を添付し た . 調査 の

主旨に同意が得られた人に は 留置法で 調査票 の 回

収を行な っ た . 調査期間 は2 0 01 年 7 月2 0 日 - 7 月

3 0 日 で あ っ た
.

結 果

1 . 調査票 の 回収率と対象者 の属性

調査対象者3 50 名 の うち
,

回収数 は339 名 ( 回収

率9 6 . 9 % ) で あり ,
そ の うち の 有効回答数 は3 3 2

名 ( 有効回答率9 7 .9 % ) で あ っ た
. 対象者 の 人口

学的背景 は表 1 に示し た .

2
. 本研究で 使用 した尺 度の 信頼性

本研究 に お い て 使用し た 尺度 の C r o n b a c h
'

s α

係数を算出し信頼性を確認 し た
. 多次元自我同

一

性尺度 は0 .9 18
, 自己没入尺度0 .899 , 共感的配慮

尺度0 . 70 7
, 抑う つ 性尺度0 .78 7 , 対人不安意識尺

度0 .9 7 5 で あ っ た .

3 . 対象者全体で み た自我同 一 性と個人 の 内的属

性と の 関係

表2 に は 自我同 一 性と個人 の 内的属性と の 関係 ,

ならび に個人 の 属性 で あ る自己没入, 共感, 抑う

っ
, 対人不安等 の ど の 属性が最も自我同 一 性 に影

響し て い る か に つ い て 示し た
. 看護職者 の 自我同

表 1 対象 の 背景
n - 3 3 2

群 人数
o
o

性 1 1

性 32 1

3

7

3

69

年 齢

2 4 歳 以 下

2 5 - 3 4 歳

3 5 - 4 4 歳

4 5 歳 以 上

0

9

8

5

3

8

9

ー1

1

8

5

6

9

6

9

4

2

2

3

3 年 以 下

4 - 6 年

経 験 年 数 7 - 9 年

10 - 19 年

2 0 年 以 上

7

4

1

0

0

3

3

2

9

51

1

3

3

ー

2

1

0

6

7

5

1

ー

2

4

看 護 師 長

職 階 副師長 ･ 主任

看 護 師

3

8

1

ユ

ー

0

ー

2

9

5

6

3

5

0

3

6

大 学

学 歴 短 大

専 修 学 校

7

5

0

5

72

1

6

3

2

6

ー

1

8

兄 弟 数

自 分 の み

1 人

2 人

3 人 以 上

5

5

9

3

2

9

9

ーー

5

6

8

1

7

8

9

4

2

2

3

無

1 人

友 人 数 2 - 3 人

4 - 5 人

6 人 以 上

5

ー

9

4

3

2

3

4

9

3

ー

5

4

9

3

9

7

9

4

8

9

4

2
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性 と個人 の 内的属性 と の 関係

表 2 自我同
一

性 と内的属性 と の 関係
n - 3 3 2

属 性 偏相関係数 標準偏回帰係数

自 己 没 入 -0 .01 1 - 0 .01 0

共 感 0 .05 0 0 .03 8

抑 う っ
- 0 .26 3

* * *
- 0 .26 0

* * *

対 人 不 安 -0 .43 1
* * *

- 0 .46 8
* * *

* * *

p < 0 .0 0 1

表 3 性別 に み た 個人 の 内的属性 と 自我同
一

性 と の 関係
n - 3 3 2

属 性
男性群 女性群

P C S P P C S P

入

感

つ

安

没

不

ナ

ウ

己

人

自

共

抑

対

0 .1 15 0 .06 4 -0 .01 6 - 0 .00 8

0 .3 59 0 .26 1 0 .0 32 0 .02 5

-0 .4 76 -0 .34 4 -0 .2 81 * * *

- 0 .25 5
* * *

- 0 .3 81 -0 .44 4 -0 .41 0
* * *

- 0 .46 6
* * *

* * *

p < 0 .0 0 1

P C : 偏相関係数 ( P a r ti c a l C o r r el a ti o n c o ef fi ci e n t)
S P : 標準偏 回帰係 数( S t a n d a r d P a r ti c a l r e g r e s si o n c o effi ci e n t)

表 4 年齢別 にみ た 自我同 一 性 と個人 の 内的属性 との 関係

n
- 3 3 2

2 4 歳以 下群 2 5 - 3 4 歳群 3 5 - 4 4 歳群 4 5 歳以 上群

P C S P P C S P P C S P P C S P

*

*

*

2

2

7

8

4

7

3

6

1

0

4

5

0

0

0

0

一

一

一
*

*

*

2

8

9

0

9

2

7

8

ー

1

4

5

0

0

0

0

一

一

一

入

感

つ

安

没

不

･

つ

己

人

自

共

抑

対

-0 .1 48 -0 .1 3 6 0 .01 4 0 .01 3 0 .1 00 0 .08 9
- 0 .02 4 - 0

.0 19 0 .0 86 0 .07 0 0 .12 0 0 . 08 9

-0 .13 5 -0 .1 24 - 0 .1 89 -0 .1 9 7 - 0 .39 6
* * *

- 0 . 411
* * *

- 0 .42 2
* * *

1 0 .4 8l
* * *

- 0 .43 1
* * *

1 0 .4 95
' * '

- 0 .40 1
' * '

- 0 .4 03
* ･ ･

*

p < O 10 5
,

* *

p < 0 .0 1
,

* * *

p < 0 .0 0 1

P C : 偏相 関係数 (P a r ti c al C o r r el a ti o n c o effi ci e n t) S P : 標準偏回帰係数 ( S t a n d a r d P a r ti c al r e g r e s si o n c o effi ci e n t)

表 5 経験年数別 にみ た自我同 一 性 と個人 の 内的属性 と の 関係

n = 3 3 2

3 年以 下群 4 - 6 年群 7 - 9 年群
性･+ _

㍗羊 幣 5歳 以 上璽
P C S P P C S P P C S P P C S P P C Sf;

**

7

4

3

9

1

9

6

1

3

0

3

5

0

0

0

0

一

一

一

入

感

つ

安

没

不

-

つ

己

人

自

共

抑

対

0 ･11 6 - O 11 8 0 - 0 ･15 3 -0 ･3 42 - 0 .32 0 0 .0 43 0 .04 2 0 .0 68 0 .06 0
- 0 ･06 2 0 ･0 8 8 0 ･06 9 - 0 ･0 21 - 0 .01 6 -0 .0 46 -0 .03 9 0 .14 0 0 .1 02

1 0 ･34 6 -0 ･0 07 -0 ･00 6 -0 ･3 80 -0 .32 4 10 .2 08 10 .2 22 - 0 .35 6
* * *

- 0 .3 65
. . 辛

- 0 ･57 3
* *

- 0 ･4 88
*

-

0 ･5 8 4
*

-0 ･2 80 -0 .26 3
* * *

- 0 .3 93
* * *

- 0 .4 69
* * *

- 0 .42 4 * * *

- 0 .4 33
* * *

'

p < 0 .0 5
,

* *

p < 0 .0 1 ,

' ' *

p < 0 .0 0 1

P C : 偏相関係数 ( P a r ti c al C o r r el a ti o n c o e ffi ci e n t) S P : 標準偏回帰係数 (S t a n d a r d P a r ti c al r e g r e s si o n c o e ffi ci e n t)

-

性と抑う つ と の 間に負 の 有意な相関が あり, 対

人不安と の 間に も負 の 有意な相関を示 し た . しか

し自己没入, 共感と の 問に有意な相関は み られ な

か っ た . 次 に自我同 一 性 に最も影響す る個人 の 内

的属性を標準偏回帰係数で み る と対人不安で あり ,

続 い て抑う つ の 順で影響 して い た .

4
. 性別 に みた自我同 一 性と個人 の 内的属性と の

関係

表 3 は性別 に み た自我同 一 性と個人 の 内的属性

と の 関係を示 した . 抑う つ と自我同一一 性と の 関係

を み る と
, 女性群 に お い て 有意な負 の 相関が み ら

れ た . ま た対人不安と の 関係 に お い て も有意な 負

の 相関が あ っ た . し か し自己没入 , 共感 は 自我同
一 性と は相関 が み られ な か っ た . 次 に自我同 一 性

に最も影響 し て い る属性 に つ い て み る と
, 女性群

- 3 2 -

で は 対人不安, 抑う つ の 順で 影響し て い た .

5 . 年齢別 に み た自我同 一 性と個人の 内的属性と

の 関係

表 4 は年齢別 に自我同 一 性と個人 の 内的属性と

の 関係を示 した
. 自我同 一 性と抑う つ と の 関係を

み る と2 4 歳以下群と4 5 歳以上群 で負 の 相関が認め

られ た. ま た対人不安と自我同 一 性と の 関係を み

る とす べ て の 群で有意な負 の 相関が みられ た . 吹

に 自我同 一 性に最も影響 して い る属性を み る と2 4

歳以下群 は対人不安, 抑う つ の 順で あり,
4 5 歳以

上群で は抑う っ
, 対人不安 の 順で影響して い た

.

6
. 経験年数別 に みた自我同 一 性と個人 の 内的属

性と の関係

表 5 は看護職経験年数別 に自我同
一

性と個人 の

内的属性と の 関係を示し た
. 自我同 一 性と抑う っ
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表 6 職階別 にみ た 自我同
一 性 と個人 の 内的属性 と の 関係

n - 3 3 2

看護師長群 副師長 ･ 主任群 看護師群

p c s p p c S P P C S P

自 己 没 入
- 0 .34 8 - 0 .18 2 0 .0 86 0 ･07 9 -0 ･05 8 - 0 ･051

共 感 0 .35 9 0 .
13 9 0 .1 32 0 .1 0 0 -0 ･01 4 -0 ･011

抑 う つ
- 0 .88 7

* *

- 1 .1 74
* *

- 0 .3 07
* *

- 0 ･30 9
* *

- 0 ･1 85
*

-0 ･1 8 0
*

対 人 不 安 0 .61 2 0 .5 36 o .4 5 7
* * *

- 0 .47 9 * * *

- 0 .4 41
* * *

- 0 .
49 8 * * *

'

p < 0 ･0 5 ,

+ '

p < 0 ･0 1
･

' ' '

p < 0 ･0 0 1

p c : 偏相関係数 ( P a r ti c a l C o r r el a ti o n c o effi ci e n t)

s p : 標準偏 回帰係数 (S t a n d a r d P a r ti c a l r e g r e s si o n c o effi ci e n t)

表 7 看護教育背景別 に み た 自我同
一 性 と個人 の 内的属性 と の 関係

n - 3 3 2

大 学 群 短 大 群 専修学校群

p c s p p c S P P C S P

自 己 没 入
- 0 .71 5 - 1

.
1 04 0 .0 8 0 0 ･07 6

- 0 ･0 24 -0 ･02 1

共 感 0 .49 9 0 .4 59 - 0 .1 0 0 - 0 ･0 75 0 ･0 78 0 ･06 0

抑 う つ
- 0 .84 2 - 0 .6 45 -0 .27 0 - 0 ･3 03 -0 ･2 5 0

* * *

- 0 ･24 6
* * *

- o .5 08
*

- 0 .43 7
* * *

- 0 .46 6
* * *

対 人 不 安 0 ,3 99 0 .4 8 5 -0 ･37 8
*

*

p < 0 .0 5 ,

* * *

p < 0 ･0 0 1

p c : 偏相 関係数( P a r ti c al C o r r el a ti o n c o e ffi ci e n t)

s p : 標準偏回帰係数 (S t a n d a rd P a rti c al r e g r e s si o n c o ef fi ci e n t)

表 8 兄 弟姉妹数別 に み た 自我同 一 性 と個人 の 内的属性 と の 関係
n - 3 3 2

3 人以 上群無 群 1 人群 2 人群

s p p c S P P C S P
P C S P P C

自 己 没 入 0 .00 4 0 .0 03 0 ･00 6

共 感
- 0 .21 6 - 0 .1 70 - 0 .09 6

抑 う つ
- 0 .2 40 -0 .2 6 7 -0 ･29 6

* *

対 人 不 安
- 0 .4 28 -0 .48 8 -0 ･51 2

* * *

o .oo 5 -0 .0 25 -0 .02 6 -0 .0 50 - 0 .04 0

-o .o 70 0 .1 7 3 0 .15 6 0 .1 17 0 .07 7

-o .
2 96

* *

- 0 .1 7 7 - 0 .1 89
- 0 .3 61

* * *

- 0 .32 9
* * *

- o .5 12
* * *

- 0 .30 9
* *

- 0 .3 46
* *

- 0 .461
* * *

- 0 .
4 68

* * *

* *

p < 0 .0 1 ,

' * +

p < 0 ･0 0 1

p c : 偏相関係数 (P a rti c al C o r r el a ti o n c o e ffi ci e n t) S P : 標準偏回帰係数 (S t a n d a r d P a r ti c al r e g r e s si o n c o effi ci e n t)

と の 関係をみ る と経験年数20 年以上群 に お い て 負

の 相関があ っ た. ま た対人不安と の 間に は 3 年以

下群 ,
4 - 6 年群,

10 - 19 年群,
20 年以上群に お

い て 負 の 相関を示し た . しか し自己没入,
共感 は

自我同 一 性と は相関が み られ な か っ た . 経験年数

2 0 年以上群 の 自我同 一 性 に最も影響し て い る属性

をみ る と
, 対人不安, 抑う つ の 順で影響して い た

.

7 . 職階別 に みた自我同 一 性と個人 の 内的属性と

の 関係

表 6 は職階別 に自我同 一
.性と個人 の 内的属性と

の 関係を示し た . 抑う つ と自我同 一 性と の 関係を

み る とす べ て の 群に お い て 有意な負 の 相関 が 認 め

られ た . ま た対人不安 と自我同
一 性と の 関係を み

る と , 副師長 ･ 主任群, 看護師群 に お い て有意 な

負 の 相関が み られ た . 次に自我同
一

性 に最も影響

し て い る属性を み ると副師長 ･ 主任群, 看護師群

に お い て は対人不安, 抑う つ の 順で 影響 して い た .

8 . 看護教育背景別 に みた自我同 一 性と個人 の内

的属性 との 関係

表 7 に は 看護教育背景別 に自我同 一 性と個人 の

内的属性と の 関係を示 し た . 自我同 一 性と抑う つ

と の 関係を み る と専修学校群で 有意な負 の 相関が

あ っ た
. また対人不安と の 間に は短大群, 専修学

校群 で有意な負 の 相関を示し た
. 次に 自我同

一

性

に最も影響 して い る属性 に つ い て み る と専修学校

群 で は 対人不安,
抑う つ の 順で影響 して い た .

9 . 兄弟姉妹数別 に みた自我同 一 性と個人 の 内的

属性と の関係

表 8 に は 兄弟姉妹数別 に自我同 一 性と個人 の 属

性 と の 関係を示し た
. 自我同 一 性 と抑う つ と の 関

- 3 3 -



自我同 一 性 と 個人の 内的属性 と の 関係

表 9 友人数別に み た 自我同 一 性 と個人の 内的属性 と の 関係
n - 3 3 2

9
_
A 群 1 人群 2 - 3 人群 4 - 5 人群 6 人以 上群

P C S P S P P C S P P C S P P C S P

*

6

1

0

4

2

6

6

2

0

0

4

3

0

0

0

0

一

一
一

*

ー

3

6

5

3

8

1

1

0

0

4

3

0

0

0

0

一
一

一
*

6

4

5

5

2

0

2

5

4

5

4

6

0

0

0

0

一

一
*

ー

5

6

0

1

5

2

0

7

8

7

8

0

0

0

0

一

一

入

感

つ

安

没

不

'

へ

ノ

己

人

自

共

抑

対

- 0 .02 6 -0 .0 22 -0 .1 8 9 -0 .1 54 0 .2 65 0 .34 8

- 0 .05 2 -0 .0 38 0 .08 7 0 .0 61 -0 .0 60 -0 .06 3

10 .25 5
* '

- 0 .2 36
' *

- 0 .461
* * '

- 0 .4 49
* * *

0 .1 52 0 .1 6 9
-

0 ,50 5
* * '

- 0 .5 43
* * *

- 0 .3 09
* *

- 0 .2 75
* *

- 0 .4 66
* *

- 0 .75 0
* *

*

p < 0 .0 5
,

+ *

p < 0 .0 1
,

* * *

p < 0 .0 0 1

P C : 偏相 関係数 (P a r ti c al C o r r el a ti o n c o effi ci e n t) S P ‥ 標準 偏回帰係数 (S t a n d a r d P a r ti c al r e g r e s si o n c o effi ci e n t)

係をみ る と 1 人群と 3 人以上群で 有意な負 の 相関

があ っ た . ま た対人不安と の 関係を み る と 1 人群,

2 人群,
3 人以上群で有意な負 の 相関がみ られ た

.

次に 自我同 一 性に最 も影響し て い る属性 に つ い て

み る と 1 人群,
3 人以上 群で は対人不安 , 抑う つ

の 順で影響 して い た
.

1 0 . 友人数別 に み た自我同 一 性と個人 の 内的属性

との 関係

表 9 は友人数別 に自我同 一 性と個人 の 内的属性

と の 関係を示 した
. 自我同 一 性と抑う つ と の 関係

を み る と 1 人群,
2 - 3 人群, 4 - 5 人群で 有意

な負 の 相関 が み られ た
. ま た対人不安と の 関係を

み る と 0 人群,
2 - 3 人群 ,

4 - 5 人群
,

6 人以

上群 で有意 な 負 の 相関を示 し た
. 次に自我同

一

性

に最も影響 して い る属性 に つ い て み る と 2 - 3 人

群 で は 対人不安
, 抑う つ の 順で あり , 4 - 5 人群

で は 抑う つ
, 対人不安 の 順で影響 して い た.

考 察

1
. 自己没入 と自我同 一 性と の 関係

自己没入と自我同
一

性と は 関係 が あ る と推定 し

た が
, 本研究 に お い て は 関係が み られ な か っ た

.

C a r v e r と S c h ei e r は 自己を公的自己 の 側面と私

的自己 の 側面と に分 けて い る . ｢ 公的自己と は自

己 の 容姿や振る舞 い な ど他者か ら観察されう る側

面,

一

方私的自己と は感情, 動機,
思考, 態度 な

ど他者が直接観察 で き な い 側面 で あ る｣
18'

. 自 己

没入 の 強 い 人 の うち特に こ の 公的自己 の 強 い 人は

他者を あ る程度意識 で き る が
, 私的自己 の 強 い 人

は他者を あま り意識で き な い こ と が考え られ る
.

こ の よ う に自己没入 の 程度 は公的自己 と私的自己

の どちら が 強 い か に よ っ て 自我同
一

性 の 確立 の 程

- 34 -

度に も関わ っ て く る の か もしれな い
. した が っ て

,

自己没入全体 で 自我同 一 性と の 関係をみると相関

が み られなか っ た も の と考え る .

2 . 共感と自我同 一 性の 関係

当初, 共感と自我同 一 性 は関係が あ る と推定 し

た が
, 本研究で は関係が み られなか っ た .

ロ ジ ャ
ー

ス
,

ト ロ ワ
,

カ ー カ フ
,

ガ ズ ダら は い ずれ も
, 共

感性 は発達す べ き人間 の 潜在能力 で あ る と考え て

い る
19 )

. ま た ｢ 共感能力 は
, 生来的 に そ の 人 に備

わ っ た も の だと い う人格特性とす る考えと
,

ス キ

ル と して の 共感能力があ る . 人格特性と して の 共

感能力も変化す る も の で あ る の で 教育 の 対象とな

りう る し
,

ス キ ル と して の 共感能力 は教育訓練 に

よ っ て 身に つ く も の で あ る｣
2 0)

. そ し て 共感 ス キ

ル 訓練 プ ロ グ ラ ム が実施さ れ て い る
2 0)

こ と等 か

ら
, 共感性 は訓練 に よ っ て 養う こ とが可能 で あ る

こ とが理解で き
, 共感 の 発達過程 は自我同

一

性 の

そ れ らと違う の か も しれ な い
. ま た

, 長谷川 は

｢ 人間 は 成長とと も に 変化 の プ ロ セ ス を歩む の だ

か ら, 共感能力 に つ い て も, 決して 固定的 で は な

く ,
さま ざま な経験 に よ っ て 磨か れ る は ず で あ

る
. ｣

1 1)
と述 べ て い る .

こ の こ とか ら看護師 は 日 々

の 患者と の 関わり の 中で 共感を必要とす る経験を

して い く こ と で共感性が育まれ て い き
,

そ れ は 自

我同
一

性 の 確立 の 有無 に 関係せ ず養われ て い く た

め に
, 共感と自我同 一 性の 関係がみ られ なか っ た

も の と考え る .

3
. 抑う つ と自我同 一 性と の関係

仮説 で推定 した よ う に
, 抑う つ と自我同 一 . 性と

は負 の 相関を示 した
. 性別 で 見 る と

, 男性群 で は

相関が な か っ た が
, 女性群 に お い て 相関 が見られ

た . 抑う っ は男性 よ り女性 で 多く
, 抑う つ と自尊

感情 は 同様 な発達変化を た どり, 女性 の 方が自尊



富山医科薬科大学看護学会誌 第 5 巻 1 号 2 0 03

感情や自己概念 が 低く な る こ と が報告 さ れ て い

る
2 1)

. そ し て
, 自己像が低下 し

, 自分を見失 い
,

自分 の 存在 の 意義を見出せ なく な る
2 1) こ とが

,

自我同
一 性 の 確立 に影響を及ぼすと考え られ る .

年齢別 に見る と, 2 4 歳以下群 で負の相関が見ら

れ た
. 就職後 4 ヶ 月日 の 看護職 の 調査

6)
に お い て

看護職が自分 に合 っ て い る と感じ る者は わずか で

あり, 大半が ｢患者 の 急変時 に機敏 に行動で きな

い｣ ｢患者 に迷惑をかけ る｣ ｢ 自分に合 っ て い な い｣

と答え
, 自信をなく して い る . 知識や技術 の 未熟

さ の 自覚ととも に ｢ は た して ( こ の 先) や っ て い

け る の か｣ ,
｢ 目前 の 仕事を こ なす の に精 一 杯で い

ま い ち光が み え て こ な い｣ と時間的展望 の せ ばま

りをか ん じて い る .
こ の よ う に若 い 看護師 は仕事

に余裕が な い こ とからく る心理 的な負担が抑う つ

状態となり看護師と して の 職業的同 一 性も確立さ

れ に く い こ とが考えられ る . そ し て
, ｢ 新 し い 職

場 - 就任後 6 ヶ 月 - 3 年 の 間に は , 個人 は職務 の

特性お よ び自己 の 能力を発捧で き る機会 の 有無 に

敏感 に な り , 関心 は仕事 に おけ る達成感 - の 獲得

- と移 っ て い く｣
22 )

こ とが報告され て い る .
こ の

よ う に少しず つ 職場 に順応し て い き自分 の で き る

こ と をする なか で抑う つ も薄れ て い き , 仕事を達

成して い く こ と で 同
一

性を確立さ せ て い くと考え

られ る . 以上 の こ と よ り2 4 歳以下は職場 に適応 し
,

職業的同 一 性を獲得す る た め の 段階的な プ ロ セ ス

を踏ん で い る過程 に ある こ とか ら, 抑う つ
, 自我

同
一 性とも に変化して お り負 の 相関と な っ た も の

と考え る
.

4 5 歳以 上群 に お い て , 負 の 相関が み られ た .

L e vi n s o n は4 5 - 5 5 歳 の 時期を,
｢ こ れま で の 生き

方 の 再検討や新た な方向 の 模索を終え
,

い く つ か

の 重要 な 選択を行な い
,

新 し い 生活構造を作り上

げ る時期 で あ る｣
23 '

と述 べ て い る
.

こ れか ら の 方

向性を見 つ け出し進ん で い る時期 で は 自我同
一

性

も確立で き て おり抑う つ 感も少な い た め
, 負 の 相

関に な っ た も の と考え る
.

経験年数別 に見る と
,

2 0 年以上群に お い て 負 の

相関 が 認 め られ た . 自分 の と っ た行動 に対し
, 結

果が 得られ な ければ無力感が生まれ
, 抑う つ の 原

因と な る こ とが述 べ られ て い る
8 )

. 20 年以 上で は

今ま で の 看護経験を統合して 看護 を行う こ と で
,

患者か ら良 い 反応が返 っ て く る こ とが職業的同 一

性を高め る と共に抑う つ 感を少な く さ せ る こ とか

ら, 負の 相関に な っ たと考えられ る
. ま た - ー

シ ュ

ン ソ ン の 職業的発達 で の 人生段階で は20 年以上 は

専心従事期 に あ た り, 職業 に お い て 自分 の して い

る こ とが自分 に と っ て どん な意義をも っ か考え る

時期 で もあ る
24 )

. 考 え る こ と で 看護経験を統合さ

せ て い き職業的同 一 性 の 確立を促して い くと考え

る . グ レ ッ グらは看護師が職業的ア イ デ ン テ ィ テ ィ

を確立す る た め に経験す る プ ロ セ ス で は ｢ 仕事 の

経験か ら(D 学び｣ ｢ 自己 の 看護実践 の 承認｣ 等 7

段階を含み
, 後者に つ い て は 3 つ の サ ブカ テ ゴ リ ー

と して 自分 の ケ ア に よ る患者 ･ 家族 の 肯定的変化

の 認知, 患者 ｡ 家族から の 肯定的 フ ィ
ー ド バ

ッ ク
,

自分 の ケ ア の 限界 の 気づ きが含まれ る と報告 して

い る
5 )

.
こ の よ う な自己 の 看護実践 の 承認 は

,
あ

る程度 の 経験年数を踏まな ければ経験で きな い た

め
,
20 年以上群で の み相関がみ られ た も の と考え

る .

職階別 に み る とど の 群に お い て も抑う つ と自我

同 一 性と の 相関が見られた. 職階の 違 い に よ り異

な らな い こ とが示された.

看護教育背景別 に みると
, 専修学校群 に の み負

の 相関が見られ た
. 国眼 は ｢専門学校生は大学生

に比 べ
,

モ ラ ト リ ア ム の 期間が短く
, 仕事自体 の

イ メ ー ジ が十分 に描けず に
,
｢ モ ラ ト リ ア ム ｣ ｢ 拡

散｣ の 様相を示 し て い る も の も少なく な い｣
6 )
と

報告して い る
. 専門学校 は大学よ り教育年数が短

い こ とか ら物事をじ っ く りと考え る時間が短 い た

め に
, 就職し て から困難 な場面 に遭遇す る と抑う

つ 状態 に な り, 職業的同
一

性も確立 しに く い こ と

から負 の 相関に な っ たも の と考える .

兄弟姉妹数別 に み る と
,

1 人群, 3 人以上群 に

お い て 負 の 相関が 見られ た . 自我同 一 性 の 確立 に

は
, 自分 は他者と は異な っ た独自な存在で あ る と

い う こ と を認め る こ とが必要 で あ る . 兄弟が い る

と自分と兄弟を比較をす る た め
, 自分 と 違 う こ と

を認識し, 自分を意識す る た め に 自我同 一 性が発

達しやす い と考えられ る. ま た , 自分と兄弟 の 違

い を感じ る と い う経験を して い る と他 の 人と接す

る際に 自分と の 違 い に気づ い て も肯定的に受 けと

め られ る こ と か ら抑う つ 感も少な く , 自我同 一 性
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自我同
一

性と 個人 の 内的属性 と の 関係

と負 の 関係に な っ たも の と考え る .

友人数1 人群 ･ 2 - 3 人群 4 - 5 人群 に お い て

負 の 相関が見られた. 自我同 一 性 の 発達 に は, 他

者 の 存在が必要 で あ る. 友人が い る と そ の 関わ り

の 中で 自分を意識し自我同 一 性を確立さ せ て い く

こ とが で き,

一 方 で は友人と の 関わりがあ る た め

抑う つ 感も少なく負 の 相関に な っ た も の と考え る .

4 . 対人不安と自我同 一 性と の関係

仮説 で 推定し た よ う に
, 対人不安と自我同 一 性

は負 の 相関があ っ た
.

性別 に お い て
, 男性群で は 関係 が み られ な か っ

た が
, 女性群 で み られ た

. 山岸 は ｢ 女性は自我同

一 性 の 達成と い う青年期 の 発達課題を , 男性 の よ

う に抽象的な社会 の 中に 自分を位置 づ け る こ と よ

り,
む し ろ親密な他者と の 関係 の 中に自分を位置

づ け, 共同的関係的な世界を作 る こ とを通して な

そ うとす る｣
15 )

と 述 べ て い る
.

ま た
,

ジ ョ セ ル ソ

ン は女子で は 同
一

性 の 強化と親密性 の 深化と の 相

互性があ る こ とを見 い だ して い る
25 )

. こ の よ う に

女性 は , 対人関係を作る中で 自我同
一

性を達成さ

せ て い く こ とから
, 対人不安と の 問に負 の 相関が

見られ た も の と考え る.

年齢別 で は す べ て の 群に お い て 対人不安と自我

同 一 性と の 間に負 の 相関がみられ た . こ の こ と よ

り , 年齢 の 違 い に よ り異ならな い こ とが明らかと

な っ た.

経験年数別 に お い て は 7 - 9 年群を除くす べ て .

の 群に お い て 相関が認 め られ た. 7 - 9 年群 は配

置換えを経験して い る人が多 い こ とが考え られ る.

配置換えを経験 した看護職者 は新人と同じ よ う に

再び職場に適応す る過程を踏み
,

ア イ デ ン テ ィ テ ィ

を獲得し て い く必要 に迫られ る こ とが述 べ られ て

い る
22 )

.
そ の よ うな い く つ か の 職場を経験 し,

こ

れか ら自分 の し た い こ とを見 っ け出して い く中 の

7 - 9 年群 は
, 職業的同 一 性が揺れ動 い て い る時

期 に あ る た め
, 対人不安と の 関係が見られ な か っ

た も の と考え る
. ま た

,
7 - 9 年群 は他群 の 対象

人数に 比 べ
, 少な い こ とも関係が見出せ な か っ た

こ と に影響し て い る と考え られ る .

職階別 に み る と
, 副 師長 ･ 主任群 , 看護師群で

は対人不安と自我同
一

性と の 間に負 の 関係が み ら

れ た
.

S c h le n k e r と L e a r y は ｢ 対人 不安 が 生 じ
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る た め に は まず, 自己 に つ い て の あ る印象を与え

た い ( 呈示した い) と願 っ て い る ( 動機づ け) 必

要が あ る｣
2 6)

と述 べ て い る . 副師長, 看護師群 は

職業的同
一

性を高め て い く段階 に あり, 上司から

良い評価を得た い
, 看護師と して の 自分を認め て

もら い た い と
, 自我同 一 性を確立して い く た め に

も承認欲求が強ま る こ とが対人不安を高め負 の 相

関と な っ た と考え る .

看護教育背景別 に お い て
, 短大群, 専修学校群

で 負 の 相関を示した
. 短大や専修学校で は大学 よ

り も教育年数が 1 年短 い た め
, 葛藤し た り , 苦闘

したりして 自己探求する余裕がな い こ とが自我同
一

性の 確立 に影響し
, 対人不安も高ま る も の と考

え られる .

兄弟姉妹数別 に み る と
, 無し群以外 の す べ て の

群で負 の 関係が見られ た
. 兄弟が い る と兄弟と の

考え方 の 違 い を経験 し
, 自分自身を考え る機会と

な る た め に
, 自己形成が促され る

.
そ し て

, 兄弟

と の 違 い に気づ く経験を して い る た め に兄弟以外

の 対人関係 に お い て も対人不安があまり起こ らな

い こ とか ら, 負 の 関係 に な っ たも の と考える .

友人数別 に お い て も 1 人群を除くす べ て の 群で

負 の 相関が認め られ た . 友人と の 交友や集団活動

が他者と の 連帯感 の 形成, 社会的役割 の 学習 ･ 価

値観 の 形成な どを通 して
, 安定し た自尊感情 や 自

分 の 存在価値 の 確認をも たらし
, 自己 の 確立 の 契

機と な る こ とを説く者は 多 い
2 7)

.
こ の こ とか ら,

自我同 一 性は交友な ど他者と接す る こ とか ら形成

さ れ る た め
, 自我同 一 性 の 確立 で き て い る人は対

人不安も少な い た め相関が み られ た と考え る
.

結 論

看護職者3 32 名に 自我同 一 性と個人 の 内的属性

で あ る自己没入, 共感, 抑う つ
, 対人不安等と の

関係を調 べ た結果, 次 の こ と が 明らか に な っ T=
.

1 . 抑 う つ と自我同 一 J 性と は負 の 相関が み られ た
.

ま た
,

人口学的背景別 に お い て こ れら の 関係が

見 られ た 群は
, 女性群, 年齢2 4 歳以下群 ･ 4 5 歳

以上群, 経験年数2 0 年以上群, 職階別 の す べ て

の 群, 専修学校群 , 兄弟 1 人群 ･ 3 人以上群,

友人数 1 人群 ･ 2 - 3 人群,
4 - 5 人群 で あ っ
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た .

2
. 対人不安と自我同 一 性と は負 の 相関がみ られ

た. ま た
,

人口学的背景別 に お い て こ れ ら の 関

係が見られた群 は, 女性群, 年齢別 の す べ て の

群, 経験年数 7 - 9 年以外 の す べ て の 群, 副師

長 ･ 主任群, 看護師群, 兄弟 1 人以上 の す べ て

の 群, 友人数 の 1 人群以外 の す べ て の 群で あ っ

た
.

3 . 自我同 一 性に最も影響す る個人 の 内的属性 は

対人不安で あり
, 次に抑う つ で あ っ た .

4
. 自己没入と共感 は自我同 一 性と は相関が み ら

れ なか っ た .

研究成果の 活用と限界

本研究結果 は看護職者 の自我同 一 性 の 発達を促

すた め の 基礎資料と して
,

ま た自我同 一 性に 関わ

る個人 の 内的属性を教育 ･ 訓練 して い く た め の 資

料と して 活用 で き る も の と考え る
.

しか し
, 本研

究は男性数が少数 で あ っ た こ と, 2 つ の 病院 に お

け る調査 で あ っ た こ とか ら, 対象数を増やし て さ

ら に検討 して い く必要が あ る
.
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R el a ti o n s hip s b e t w e e n n u r s e s
:'

e g o id e n tit y

a n d t h ei r i n t e r n al a tt ri
'
b u ti o n s

K ei k o Y O K O D A
l '

,
R u i s h u a n g L I U

2 )

c h ik a k o H A Y A S H I
3 )

,
S h i z u k o l｢ A K A M A

l )

1 ) S c h o o l o f N u r si n g ,
F a c u lt y o f M e di ci n e

,
T o y a m a M edi･ c al a n d

P h a r m a c e u ti c al U n i v e r sit y

2 ) B eiji n g H o s pit al of M i ni st r y P u blic H e a lt h of C h i n a

3 ) N a ti o n a l C o ll e g e of N u r si n g

A b st r a ct

T h e p u r p o s e of t h is s t u d y w a s t o e x a m i n e r el a ti o n s hi p s b et w e e n n u r s e s
'

e g o id e n tit y

a n d t h ei r i n t e r n al a tt rib u ti o n s .
A s a m p le c o n si st e d of 33 2 n u r s e s w a s e x a m i n ed ･

T h e i n

st r u m e n t s u s e d w e r e M u ltidi m e n si o n al e g o id e n t lt y s c a le
,
∈;elf-p r e o c c u p a ti o n s c al e

,
E m p a t h y

c o n sid e r a ti o n s c al e
,
D e p r e s si o n s c a l e a n d N e g ati v e s elf- a w a r e n e s s i n i n t e r p e r s o n al r el a ti o n s-

h ip s s c al e ･
T h e s c o r e s o f d e p r e s si o n s h o w e d n e g a ti v ely c o r r el ati o n w it h t h o s e o f e g o i d-

e n t lt y . T h e s c o r e s of n e g ati v e s elf- a w a r e n e s s i n i n t e r p e r s 〔) n al r el a ti o n s h ip s s h o w ed p a rti a l

c o r r el a ti o n c o effici e n t w it h sig n ifi c a n t t o t h o s e of e g o id e n t lt y ･
T h e s c o r e s of s elf -

p r e o c c u -

p a ti o n a n d e m p a t h y c o n sid e r ati o n did n
-

t s h o w c o r r el a ti o n w it h t h o s e o f e g o id e n tit y ･

K e y w o r d s

e g o id e n t lt y ,
S elf-p r e o c c u p ati o n

･
e m p a th y ,

d e p r e s si o n
･

n e g a ti v e s elf -

a w a r e n e s s i n i n t e r p e r s o n a l r el a ti o n s h ip s
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